
三
浦
半
島
の
先
端
の
城
ヶ

島
。
そ
の
太
平
洋
側
の
ほ

ぼ
中
央
に
、
馬
の
背
洞
門

が
あ
る
。

昔
は
、
周
辺
は
海
。
小

舟
で
洞
門
を
通
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
だ
。
一
九
二

三
年
の
関
東
大
地
震
で
、

一
・
五
ｍ
隆
起
し
て
、
陸

上
の
橋
に
な
っ
た
と
い
う
。

洞
門
越
し
に
房
総
の
山
々

を
見
よ
う
と
、
観
光
客
が

ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
る
。

目
の
前
の
浦
賀
水
道
を

大
き
な
船
が
通
る
。
コ
ン

テ
ナ
船
だ
っ
た
り
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
船
だ
っ
た
り
・
・
・
。

先
の
台
風
15
号
の
時
は
、

こ
こ
は
ど
ん
な
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
台
風
の
中
心
は

三
浦
半
島
を
横
切
っ
て
い

る
。
「
台
風
が
上
陸
」
と

云
う
に
は
、
海
か
ら
上
が
っ

て
25
km
以
上
進
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
そ
う
だ
。
三

浦
半
島
は
細
い
の
で
少
し

進
ん
だ
ら
東
京
湾
に
出
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
為
、

｢

三
浦
半
島
に
上
陸｣

と
は

云
わ
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
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馬
の
背
洞
門

神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町
城
ヶ
島

二
〇
一
九
年
九
月

先
週
は
休
み
ま
し
た
。

福
島
原
発
の
事
故
で

多
く
の
人
の
日
常
が
奪
わ

れ
た
。
亡
く
な
っ
た
人
も

い
る
。
双
葉
病
院
で
は
入

院
患
者
、
入
所
者
46
人
が

移
動
す
る
過
程
で
亡
く
な
っ

た
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
、

東
電
経
営
ト
ッ
プ
が
業
務

上
過
失
致
死
で
起
訴
さ
れ

た
が
、
地
裁
で
無
罪
。
誰

に
も
責
任
は
無
い
と
言
う
。

判
決
で
は

国
の
地
震
調
査
研
究
推

進
本
部
の｢

長
期
評
価｣

か

ら
、
15
ｍ
余
の
津
波
が
来

る
と
社
内
会
議
で
報
告
さ

れ
た
の
に
無
視
。

裁
判
所
は
「
原
発
の
運

転
を
停
止
す
る
義
務
を
課

す
ほ
ど
巨
大
な
津
波
が
来

る
と
予
測
で
き
る
可
能
性

が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
し
、
原
発
に
求

め
ら
れ
る
安
全
性
は
「
放

射
性
物
質
が
外
部
に
放
出

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な

い
と
い
う
安
全
性
で
は
な

い
」(

い
ず
れ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
Ｈ
Ｐ
よ
り)

と
し
た
。

他
の
原
発
で
は

東
海
第
二
原
発
で
は
同

じ
長
期
評
価
に
盛
り
土
な

ど
で
対
策
。
全
外
部
電
源

を
喪
失
し
、
非
常
用
発
電

機
一
台
が
停
止
。
が
、
二

台
は
残
り
福
島
原
発
の
よ

う
に
な
る
の
を
阻
止
。

原
発
建
設
時
に

原
発
を
建
設
す
る
時
、

東
電
が
「
想
定
外
の
原
因

で
事
故
は
起
き
る
。
そ
の

時
、
放
射
性
物
質
が
『
外

部
に
放
出
さ
れ
る
事
は
無

い
』
と
は
云
え
な
い
」

「
大
津
波
が
来
る
と
云
う

予
測
が
あ
っ
て
も
対
策
は

執
り
ま
せ
ん
」
と
云
っ
て

い
た
ら
、
誰
が
原
発
の
建

設
を
認
め
た
だ
ろ
う
。

関
西
電
力
で
は
ト
ッ
プ

に
工
事
業
者
か
ら
大
金
が

環
流
。
東
電
は
ど
う
か
？

東電トップは原発事故に責任をとらない

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


